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特集�◉�１人１台端末を活用した理科授業－GIGA３年目に向けた実践－

「GIGAスクール構想」の推進で，全国各地の学校

には１人１台端末が普及した。その中で，教員も児童

生徒も新たな学習の可能性に気付き，１人１台端末を

活用した様々な学習の工夫がなされ始めている。

端末が１人１台になることで，学びの主体は児童

生徒となる。端末だけでなくクラウド環境も導入され

ることで，協働学習や校外・家庭における学習も期待

されている。そうして新たな学びへの期待が高まる一

方で，具体的にどのような実践をすればよいのかと悩

んでいる教員も多い。

『理科の教育』編集委員会が2022年９月に開催し

たワークショップ「理科授業における１人１台の活

用」のブレークアウトセッションでは，「端末を有効

に使いたいが，教育委員会や学校の制約が多い」「ネ

ットワークが遅く，待たされる時間が長い」など普及

期ならでは苦悩が以前より聞かれなくなり，「児童生

徒のスキルが上がり，操作の習熟にかける時間が減っ

てきている」「授業支援アプリやデジタルホワイトボ

ードを使うと思ったより簡単に協働的な学びが実現で

きた」「動画編集機能を活用すると，今までにない学

びができた」など，前向きな感想が数多く得られた。

その一方で，「ドリルアプリやデジタル教科書に付

いているデジタル教材をどう使えば有効なのか」「あ

えてICTに頼らず，実感を伴った観察・実験を大切に

したい」などの声も相変わらずある。

これまで理科の授業では，観察・実験を中心とし

た問題解決や探究の過程を通じた学習活動を重視して

きた。１人１台端末に限ったことではないが，学習活

動をさらに活性化させるにはどうすればよいのか。

本特集では将来への期待や希望を含め，今後の１

人１台端末の実践の方向性を探りたい。

（『理科の教育』編集委員会）

普及期から浸透期へ移る中，
今後の方向性を探る
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2021年から２年間，筆者は品川区教育委員会に
勤務して，所管する小・中・義務教育学校を延べ
200回ほど訪問し，理科の授業を参観し得た。本
稿ではその経験に基づき，導入期の１人１台端末
の活用状況の報告及び今後の活用の方向性につい
て述べる。
さて，１人１台端末の配備を開始した当初は，
授業で使われるようになるという予感はあったも
のの，一方で果たして全ての児童生徒が使えるの
かと心配をしているような状況だった。しかし，
想像以上に使われる実態があった。以下は，その
当時，どの学校でも行われていた実践である。

・�端末に備え付けのカメラで写真や動画を撮り，
観察・実験の記録をする。
・�Zoomに代表されるビデオ会議システムで自宅
にいる児童生徒に授業を視聴させる。
・�指導者用デジタル教科書やNHK�for�School のよ
うな動画サイトで情報を提供する。
・�授業支援アプリを使って，協働的な学習の充実
を図る。
・�デジタルドリルを使って，テストを行う。宿題
にして，オンラインで提出を求める。

⑴　課題の多かった導入期
活用が始まった当初，学校からは以下のような
指摘を受けることが多かった。

１．はじめに

2．導入期の活用の実態

①　回線速度が遅い。
②�　誤った方向への活用が心配（個人情報の漏え
いや有害情報，いじめ等）。
③　端末がそろわない（充電不足，忘れ物）。
④�　教師自身のスキル獲得が負担。そもそも具体
的な活用方法がわからない。
⑤　動画では実感を伴った観察・実験にならない。

２年後の2023年現在，高速 LANの整備と教
師・児童生徒のスキル向上に応じるかのように，
１人１台端末の理科授業での活用は確実に浸透し
てきている。上記の①②③の問題は完全に解消し
たというわけではないが，指摘は減った。教師や
児童生徒のスキルで対応ができるレベルになって
いる。実際，１人１台端末が授業で有効に働く場
面は多い。

⑵　変化してきている課題
ただし，④⑤は現在でも課題として残っている。
さらに言えば，例えば１人１台端末の活用に向け
て前を向いている学校（と教師）と，耳をふさい
でしまっている学校（と教師）とで，活用の格差
が開いているように感じる。
「１人１台端末を活用した授業で確かな学力が
身に付くのか」と心配をする教師はいる。正直に
「１人１台端末を活用した授業のやり方がわから
ない」と言う教師もいる。「１人１台端末にはむ
しろ弊害が多い」と自説を曲げない教師もいる。
確かに１人１台端末に特有なデメリットもいくつ
かある。充電不足や忘れ物で対応できなくなる児
童生徒がいると，一斉授業がやりにくい。ノート
やワークシートなら，教師や児童生徒の操作スキ
ルが問題になることはない。また，ノートやワー
クシートにペンで記入すること自体に学習効果が

特集◉１人１台端末を活用した理科授業－GIGA３年目に向けた実践－

山口　晃弘

［１人１台端末を使った理科授業の在り方］

１人１台端末が拓く理科授業の新たな展開
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あるという意見さえある。

⑶　紙がいいのか，１人１台端末がいいのか
従来のワークシートやノートにしても１人１台
端末にしても，授業で使う道具の一つに過ぎない。
それならば，「どちらか」ではなく「どの場面で
何を使うか」で判断する方が，前向きである。
では，どんな場面で１人１台端末を使うかを決
めるのは誰なのか。教師なのか，児童生徒なのか。
教師の指示でいずれかに決めるのではなく，児童
生徒に決めさせたい。例えば「ノート（ワークシ
ート）で書いた人は，その部分を写真に撮って提
出してください」と指示すれば，選ぶ主体は児童
生徒になる。
そうした指示を出すためには，教師の操作スキ
ルの獲得が必要となる。これまで自分でつくり上
げてきた授業スタイルに満足せず，ぜひそのスキ
ルを獲得する時間を確保してほしい。

⑷　スキルの獲得に役立つネット情報
スキルの獲得には身近な人に「習う」のが手っ
取り早い。校内で聞ける人に，「どうすればでき
るのですか」と質問することから始めるのが近道
である。
また，ICTのことは ICTで解決することもで

きる。Webサイトで求めるスキルを検索すれば，
何らかの情報がヒットする。最近は，解説する動

画がヒットすることも多い。
言うまでもないが，文部科学省は DXの推進や

ICTの普及に前向きである。GIGA（Global and 
Innovation Gateway for All）スクール構想の進展
を図り，児童生徒に１人１台端末の利活用を推進
するための「StuDX Style」（スタディ－エックス
スタイル）というWebサイトを立ち上げている。
「GIGAスクール構想を浸透させ，学びを豊かに
変革していくカタチ」として，実践事例が多く取
り上げられている。参考になるWebサイトの一
つである。

⑴　学習 eポータルの導入で広がる活用
今後，窓口機能となる「学習 eポータル」によ
って，デジタル教科書やデジタル教材など，様々
な学習リソースと互換性をもつデータを一覧的に
可視化して活用でき，児童生徒それぞれに合った
学び，協働的な学びが進展していく（図１）。
特に「学習 eポータル」が普及すると，「SSO

（シングルサインオン）」によって，児童生徒が一
度ログインさえすれば，自分の１人１台端末の画
面に教材やツールが並んでいるように見え，プラ
ットフォームに連携するシステムやアプリはシー

3．高まる道具としての有用性

図１　１人１台端末での学習 eポータルを通した各種クラウド上のサービスと連携
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GIGAスクール構想の推進により，１人１台端
末（以下，端末）が普及し，授業が大きく変わり
始めている。多くの学校現場では端末を授業の中
でどのように活用していくかを模索している段階
であろう。しかし，端末を授業で使うことが目的
化しないよう留意する必要がある。中央教育審議
会（2021）「令和の日本型学校教育」においても，
これまでの実践と ICTとを最適に組み合わせ，
教育の質を向上させることの必要性が述べられて
いる。つまり，主体的・対話的で深い学びのある
授業を実現する手段の一つとして，端末の活用を
考える必要がある。
また，今回の GIGAスクール構想における画
期的な点として，１人に１台端末が与えられてい
ることと，クラウド機能が標準であることが挙げ
られる。高橋（2022）は，GIGAスクールの標準
システムの特徴は「非同期・分散＋協働」であり，
これらを普通に活用すれば，個別最適で協働的な
学びが起こりやすくなると述べている。そこで本
稿では，クラウド機能を活用した協働的な理科学
習の可能性を考えたい。

これまでも理科の授業では，問題解決の過程を
通して主体的・対話的で深い学びがある授業を目
指してきた。それは，端末を使った場合も変わら
ない。しかし，端末でクラウド機能を使うことに
よって，学びの質をさらに向上させることができ
るのではないかと考えた。

１．はじめに

２．�問題解決の過程のどこでクラウド�
機能を活用するのか

そこで，以下（表１）の問題解決の過程でクラ
ウド機能を用いて授業実践をした。

表１　問題解決の過程で使用したクラウド機能

問題解決の過程 クラウド機能

問題づくり Google�ジャムボード

予想・仮説の設定
実験の計画と実施
結果の整理

Google�スライド

考察 Padlet

クラウド機能には，情報を共有し同時編集がで
きる利点がある。まず，Googleジャムボードは，
付箋機能やペン書き機能を使うことができ，個人
が考えを出し合い，共有しながら比較，検討をし
やすい。次に，Googleスライドは，個人が端末
を使って実験結果を記録し，それを共有のスライ
ドに載せることで，同時にスライド作成の作業が
進めやすい。そして，Padlet（パドレット）は，
オンライン掲示板アプリである。掲示板の投稿者
の名前を表示し，不適切な言葉を表示させない機
能も備わっている。よさとしては，クラス全員の
意見を一度に見ることができ，自分の意見と友達
の意見を比較しやすいことが挙げられる。また，
書かれている意見に対してコメントも付けること
ができ，学級内で同時に相互のやり取りができる
よさもある。 

小学校第３学年「電気の通り道」の単元で，ク
ラウド機能を活用した学習を実践した。

（1）問題づくり
初めに，本実践の事象提示では，豆電球に明か
りがつく場合とつかない場合の事象を提示した。

３．�実践事例�
第３学年「電気の通り道」

特集◉１人１台端末を活用した理科授業－GIGA３年目に向けた実践－

後藤　昭彦

［１人１台端末を使った理科授業の実践（小学校）］

クラウド機能を活用した協働的な理科学習の可能性
－小学校第３学年「電気の通り道」の実践事例を通して－
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そして，明かりがつく場合とつかない場合に関係
していそうな要因を全体で共有してから，Google
ジャムボードを使って気付きを出し合い，分類し
た。問題づくりの場面における端末の活用は以下
の手順で行った。
①個人が考えを出す→付箋に書き出す

②班で問題文を検討→付箋を比較，分類

③クラス全体で検討→問題文の言葉の検討

この活動でクラウド機能を使うよさは，子ども
の間で考えを共有しやすいことである。つまり，
クラウド機能によって，子どもは同時に他の班の
ジャムボードも見ることができるようになってい
る。そのため，活動の中で他の班の内容を確認し，
参考にしながら進めることができ，協働的な学び
が生まれやすくなると考えられる。

図１　問題文を検討しているジャムボード

⑵　予想・仮説の設定，実験の計画と実施，
結果の整理の場面
次に，各班の問題文が探究できそうな問題文に
なっているかをクラス全体で検討した後，班単位
で探究を行った。なお，問題解決の過程を学ばせ
るために，過程に沿ったスライドは教師が用意し，
そのスライドに必要な言葉や写真を子どもたちが
追加していくようにした。

図２　カッコ中に班で意見をまとめ言葉を入れる

そして，子どもたちは，班で立てた実験の見通
しにそって，実験を行っていく。実験はそれぞれ
の班で行い，実験の結果は写真に撮ってスライド
に載せていく。このときに班の中では誰が何を調
べるかの役割分担がされている。実験が得意な子
どもは一人で何度も実験を行い，結果を記録して
いる。その一方で，他の子と一緒に実験結果を記
録している子どももいる。このように，子どもが
自ら学び方を選択して実験を行う姿が見られる。
つまり，個別に実験を行ってはいるが，クラウド
機能によって結果は一つの場所に集約され，最終
的には共同スライドが出来上がっていく仕組みに
なっている。

図３　子どもが作成した結果のスライド

⑶　考察の場面
そして，スライドにまとめた内容は，最後に発
表をした。発表のための原稿は Googleドキュメ
ントの共有機能を使って作成した。

図４　発表の様子

原稿の作成や発表の仕方に関しては，国語で学
習する内容と関連付けて行った。発表の内容は，
問題，予想，実験計画，実験結果，考察である。
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１．たいへんよくできました

小学校の教員，特に担任

をしていると，ノートや絵

日記，そしてプリント類に

スタンプを押すことが多い。

私が子どもの頃は，桜のデ

ザインに「たいへんよくで

きました」「よくできました」「がんばりましょ

う」というスタンプが定番だったような気がする。

中には「ふつうです」なんていうのもあり，「な

んだ，ふつうなのかぁ」とがっかりした思い出も

ある。

私は市販のスタ

ンプは一切使わず，

自分でオリジナル

のスタンプを作る

ことにしている。

「紫外線硬化樹脂」

というものを使う

と，短時間で美し

いスタンプを安価に作れるのだ。たまたま，同僚

に「校外学習スタンプハイク」のスタンプを頼ま

れたので，その作り方を紹介しようと思う。

２．校外学習のスタンプハイクに向けて

まず，原稿を用意する。鉛筆で下書きをして，

その後太いペンで線をなぞる。私はマジックの細

いものを使用している。黒が一番よいが，青でも

赤でもよい。実際のスタンプは，大きさ３cmほ
どだが，後で縮小可能なので，少し大きめに，し

かも太い線の方が仕上がりもよく，長持ちする。

その「手描き原稿」をスキャナーで読み取る。解

像度はなるべく高く設定した方が，仕上がりもよ

くなる。

私はWindows98の時代から，「アドビ・フォト
デラックス」という PCソフトを使っている。ス
キャナーに無料でついてきたソフトだが，動作が

軽く，とても使いやすい。様々な画像処理ができ

て，便利である。

これが，画像を

読み取る際の画面

である。読み取り

の解像度，色調，

出力のフォーマッ

トなどの詳細を設

定できる。スタン

プづくり以外でも活躍するソフトだ。このソフト

以外にも，様々なレタッチソフトがある。また，

枠も含めて手描きする方法もある。

３．枠付きのスタンプ原稿を仕上げる

手づくりスタンプに使う印材（スタンプの凹凸

面を創り出す実体）は，プロが使うゴムとは違う。

「紫外線硬化樹脂」というもので，ゴムと比べる

と耐久性は劣る（それでも５〜６年は使える）。

少しでも耐久性を上げるためには，しっかりした

「枠」があった方がよい。枠の画像は「角丸正方

形」のものを，あらかじめ用意しておくとよい。

その枠も「画像レタッチソフト」に取り込み，

そこに手描きのイラストを貼り付けていく。この

あたりの作業は慣れが必要なので，最初から枠の

スタンプづくりの極意①
田中　千尋

※関連単元　全学年・全領域

【連載第67回】

今回の教材「スタンプ」

※３回シリーズの１回目
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